はじめに：脳における予測と文脈生成
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　近年，脳における情報処理は，単に感覚信号を順を追って運動出力に変換していく一方向的，なボトムアップ的なものではなく，きわめてトップダウン的，文脈依存的なものであることが強く意識されている．例えば，サルの視覚野の活動記録で，視覚刺激自体は同じでも，どのような課題を行わせているかによって，同じニューロンの活動が異なるといった結果が得られている．また，人間のfMRI実験などで，感覚入力，運動出力はなるべく同じに揃えた上で，行動課題の違いによる脳活動の変化がさかんに追究されている．

　このような，トップダウン的，文脈依存的な脳の振る舞いが，どのような神経回路により実現されているのかということ自体も非常に興味深い問題である．しかしさらに言えば，注意，期待，意図などの情報が，脳の中でどのようにして生成されるのかということが，自律的，目的指向的な脳の情報処理原理を探る上で本質的に重要な問題である．

　そこで，今回のスクールでは，「予測」をひとつのキーワードとして，脳の様々な部位での文脈依存的な情報処理のメカニズムを探って見ることにした．近年，計算理論の分野では，ベイズ統計の道具立てを使って，観測された信号から，それを生成するシステムの隠れたパラメタや状態を推定する手法がさかんに研究されている．またそれを，脳の情報処理のモデルとして適用しようという試みも注目を集めている．

　例えば，網膜上の２次元の視覚刺激から３次元の物体の運動を推定する，という場合，３次元運動に関する現在の推定をもとに視覚刺激を予測し，それを実際の視覚入力と比較することにより，３次元運動に関する推定値が更新される．このように，文脈依存的な予測と文脈情報の更新が表裏一体の形で進められる情報処理の例は非常に多く，脳に遍在する自己回帰的なダイナミクスを，このような観点からモデル化することは，そのより深い理解につながることが期待できる．

　今回，予測の様々な形態として，「ダイナミクスの予測」「報酬の予測」「統計的予測」「階層的予測」という４つの計算論的枠組みを考え，それぞれ，小脳，大脳基底核，大脳感覚野，大脳運動連合野の実験的知見との対比を試みることにした．これは，小脳，大脳基底核，大脳皮質がそれぞれ，「教師あり学習」「強化学習」「教師なし学習」に専門化した脳部位であるという仮説[1]に基づいたものである．

　各講師の方々には，計算理論あるいは神経生物学の基礎を押さえながらも，最近の話題にどんどん踏み込んでいただくようお願いしてある．参加者の皆さんには，単にそれを吸収するだけでなく，そこで何が未解決の問題として残っているのか，それをどういう手段で攻めて行けばいいのか，主体的に考え討論する場となることを期待している．
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